
 
 

 
 
 
 
 

昨日は、雨こそ降りましたが、寒さを感じ
ることなく、過ごしやすい一日でした。ただ、
来週はまたグッと冷え込む予報になってい
ます。巷では、インフルエンザの罹患者が増
えつつあるようで体調管理が難しいですが、
お互い寒暖差に気を付けて、多忙な年度末を
乗り切りましょう。 
ところで、「令和6年能登半島地震」発生か

ら３週間ほどが経ちます。日毎に被害の大き

さが明らかになり、見聞きするたびに心が苦
しくなってしまいます。また、2７年前（17
日）は、日本中を震撼させた「阪神・淡路大
震災」が発生しました。私はすでに学校に勤
務していましたので、出勤前に見たニュース
の光景に驚き、自分にも何かできないかと真
剣に悩んだことを覚えています。この震災を
契機に「ボランティア」という言葉が日本中
に根付き、「ボランティア元年」と言われるよ
うになりました。 
ボランティアで被災地に赴き、何か行動を

始めるというような大きな事はでなくても、
他の人の役に立とうとする心が、子供たちの
中に育つといいなあと思っています。 

 
 
昨日、育正会長からのメールもありました

が、明後日（21日）、小ヶ倉小体育館におい
て「第２回 語ろう 小ヶ倉のみらい」が開
かれます。前回（１０月２２日）、御意見を
交わされていた内容を受け、今回は、その「よ
さや課題について、どういった取組をしてい
くかを考える。」会となっています。テーマ

は「交流」「防犯防災」「生活環境」「福祉・
子育て」となっています。 

配付した案内チ
ラシのＱＲコード
から申し込むこと
ができます。ぜひ御
参加ください。 
※事前申し込みが無く

ても、当日参加できます。 

 

 
 
 

 
 
 
 
本日、避難訓練を実施しました。子供たち

への事前指導はするが、「予告なし」でやって
みるという試みでした（「何時あるか分から
ないが、非常ベルが鳴ったらこのように行動
していく。」という事前指導です。）。 

 
避難訓練で子供たちに指導しているのは

「お・は・し・も」と言われる次の４点です。 

今回は、休み時間の途中に避難訓練を実施
しましたので混乱がありました。多少の混乱
はしょうがないのですが、指定された避難場
所に集まってきた子供たちのおしゃべりや
笑い声が止まりませんでした。避難する際に
指示が通ることは、命を守るうえで大変重要

になります。当たり前のことですが、「自分の
命は自分で守る」ということの確認と、「災害
は起こらないだろう」ではなく「突然起こる
かもしれない」と考えることの大切さについ
ても伝えました。 
また、突発的な災害については、各御家庭

で様々な対策をとられていることと思いま
す。「自助・共助・公助」という言葉が、今で
は一般的なりました。その中でも「自助」に
ついて、次のことを御家庭で話し合われてお
くことも必要だと考えます（東日本大震災は

下校時間帯でした。）。 
○登下校中に被災したときの連絡方法や、
待ち合わせ場所について決めておく。 

〇自宅にいる場合の避難場所や持ち出し 
の道具（バッグ）について確認しておく。 

 
 
 
       写真 

 

こがくらだより 令和６年 １月１９日 

長崎市立小ヶ倉小学校 

校 長  桐山 充晴 
【学校教育目標】「学ぼう 鍛おう 希望を語ろう」～心動かす～ 

第35号 

語ろう 小ヶ倉のみらい② 

１月２１日（日）  
１０:００～１２:３０ 
小ヶ倉小学校体育館 

避難訓練 

１おさない   （将棋倒しを防ぐ） 
２はしらない  （転倒する） 
３しゃべらない （指示が聞こえない） 
４もどらない  （災害が起こった場所か

らできるだけ離れる） 


